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補足＆グループワーク用 
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体罰の大義名分と実態 

教師の体罰に関する研究（松井豊氏/現筑波大学教授、社会心理学） 

 

 大義名分 職員の常套句 実態 

目的 愛の鞭 「こいつのためにやっているんだ」 自身の攻撃性の発露 

方法 これしかない 
批判されると「じゃあ、どうするんだよ。 

お前やってみろよ」 

スキルの欠如 

効果 これが効く 「俺の言う事には皆、よく従うよ」 
職員への恨みの増加 

いじめの増加など 

 

※多くの体罰は、利用者の指導が目的と言っているが、実態は職員が余裕を失い、一時的な感情に走って暴力をふるう場合が多い。 

※どんな大義名分があろうと、利用者の立場からすれば暴力であり、虐待以外のなにものでもない。 

体罰に感謝している利用者はいない。 
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一件の大きな事故･災害の裏には、29 件の軽微な事故･災害、そして 300 件のヒヤリ･ハット

（事故には至らなかったもののヒヤリとした、ハッとした事例）があるという法則です。 

 

例えば、ある工事現場において 1件の重大事故が発生した場合、その現場では過去に軽微な

事故が 29 件発生しており、さらには事故につながっていた可能性のある事例が 300 件起き

ていたということになります。逆に言えば、300 件の「ヒヤリ・ハット」する事例が起きれ

ば 1件の重大事故が発生するという事にもなります。 

 

重大事故･災害の防止のためには、事故や災害の発生が予測されたヒヤリ･ハットの段階で対

処していくことが必要となります。 

 

ポイントとしては、その数字が重要なのではなく、事故･災害が同じ原因に根ざしていると

いう事実が重要という事です。つまり、膨大なヒヤリ・ハット事象の原因を調べてそれを潰

していくことで、重大な事故や災害が防げるという事になります。 
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願いが叶うなら？ 
 

自分の働く場所をどんな場所にしたいですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場では、どんな自分になりたいですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



~ 5 ~ 

 

Do（やり方）と Be（あり方） 
 

Be（あり方）の表現 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言語 

ネガティブ ポジティブ 

非言語 

ネガティブ ポジティブ 
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基本的欲求 

                                              ①                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              ②                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しみの欲求 

新たな知識を得たいという欲求。 

主なものに、ユーモア、好奇心、 

学習・成長、独創性の 4要素がある。 

生存の欲求 

飲食や睡眠、生殖などの身体的な 

欲求。主なものに、安全・安定、 

健康の 2要素がある。 

自由の欲求 

自分のやりたいようにしたい、 

という欲求。主なものに、解放、 

変化、こだわりの 3要素がある。 

力の欲求 

認められたい、勝ちたいといった欲求。 

主なものに、貢献、承認、達成、競争

の 4要素がある。 

愛･所属の欲求 

誰かと一緒にいたいといった満足な 

人間関係を求める欲求。主なものに、 

愛、所属の 2要素がある。 

上質世界 
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最近怒ったことを覚えていますか？ 

〇すごく頭にきたこと 

 

 

 

 

 

〇まあまあ腹がたったこと 

 

 

 

 

 

 

〇軽くイラッとしたこと 
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ストレッサーとストレスについて 

自分 

A 

B 

D 

C 

P 

R 

S 

Q 


